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大会日程 
 

第 1日:10月 13日（金）  

12:30～ 大会受付 教育学部 1号館 1階玄関 

13:00～15:00 年報編集委員会 教育学部 1号館 3階 1316 

 国際交流委員会 教育学部 1号館 3階 1317 

 研究推進委員会 教育学部 1号館 3階 1318 

15:15～17:00 全国理事会 オンライン 

17:00～19:00 若手ネットワーク企画 教育学部 1号館 3階 1316＋オンライン 

  

第 2日:10月 14日（土）  

8:30～ 大会受付  教育学部 1号館 1階玄関 

9:00～11:50 自由研究発表Ⅰ－① 教育学部 2号館 1階 2109 

 自由研究発表Ⅰ－② 教育学部 2号館 2階 2201 

 自由研究発表Ⅰ－③ 教育学部 2号館 2階 2202 

 自由研究発表Ⅰ－④ 教育学部 2号館 2階 2203 

11:50～13:00 公開シンポジウム打ち合わせ 教育学部 2号館 2階 2206 

13:00～17:00 公開シンポジウム 教育学部大講義室＋オンライン 

17:15～18:00 総会 教育学部大講義室＋オンライン 

18:15～20:15 懇親会 千葉大学生協 

  

第 3日:10月 15日（日）  

8:30～ 大会受付 教育学部 1号館 1階玄関 

9:00～11:50 自由研究発表Ⅱ－① 教育学部 2号館 1階 2109 

 自由研究発表Ⅱ－② 教育学部 2号館 2階 2201 

 自由研究発表Ⅱ－③ 教育学部 2号館 2階 2202 

 自由研究発表Ⅱ－④ 教育学部 2号館 2階 2203 

 自由研究発表Ⅱ－⑤ オンライン 

11:50～13:00 課題研究Ⅰ打ち合わせ 教育学部 2号館 2階 2206 

13:00～16:00 課題研究Ⅰ 教育学部 2号館 2階 2112 

  

 

 会員控室 A-1、A-2 教育学部 2号館 2階 2207、2208教室（Web 会議可） 

  ※会場において参加や接続の補助は一切行いません。 

 会員控室 B 教育学部 2号館 2階 2108教室（Web会議不可） 

 大会本部 教育学部 2号館 1階 2111教室 

 授乳スペース 教育学部 1号館 1階両立支援室・休憩室 

 プレイルーム 教育学部 2号館 2107 教室（子ども向けフリースペース） 
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大会参加要領 
 

1.受付 

 受付は教育学部 1号館 1階玄関に設置します。10月 13日（金）12:30～、14日（土）8:30

～、15日（日）8:30～です。 

 

2.大会参加費・懇親会費のお支払い方法について 

大会参加費・懇親会費は表の通りです。 

 

会員区分 大会参加費 懇親会費 

一般会員・学生身分なし 

一般会員・学振 PD/RPD 

一般会員・学振 DC 

一般会員・有職者・学生身分あり 

→うち、千葉県・千葉市教職員 

5,000円 

5,000円 

無料 

5,000円 

無料 

4,000円 

4,000円 

2,000円 

4,000円 

4,000円 

学生会員 無料 2,000円 

臨時会員・学生身分なし 

臨時会員・学振 PD/RPD 

臨時会員・学振 DC 

臨時会員・有職者・学生身分あり 

→うち千葉県・千葉市教職員 

臨時会員・有職でない者・学生身分あり 

5,000円 

5,000円 

無料 

5,000円 

無料 

無料 

4,000円 

4,000円 

2,000円 

4,000円 

4,000円 

2,000円 

公開シンポジウムのみ 無料 － 

 

※オンライン参加者はそれぞれの大会参加費に準じます。 

※「臨時会員・学生」の大会参加費・懇親会費、大学院に在籍する「千葉県・千葉市教職

員」の大会参加費が 7 月にお届けした大会案内から変更されています。本大会は千葉県教

育委員会および千葉市教育委員会の後援をいただいていることから、千葉県・千葉市教職

員の皆様で大学院に派遣中の皆様は大会参加費を免除いたします。 

 

大会参加費・懇親会費は Peatixを利用した事前決済にご協力下さい。決済は以下のリン

クまたは二次元バーコードからお支払い下さい。 

https://jeas58th.peatix.com/ 

 

 
 

※事前決済にご協力いただいた対面参加者には、大会受付にて大会名札とともにオンライ

ン決済ご利用の旨を記した領収書をお渡しします。オンラインのみの参加者は Peatix 上の

領収データを印刷してご利用ください。 

https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/solutions/articles/44001821741 

 

3.昼食 

 3日間とも昼食は各自でご用意いただくか、近隣の飲食店等をご利用ください。 

https://jeas58th.peatix.com/
https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/solutions/articles/44001821741
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4.総会委任状について 

 総会を欠席される方は、委任状を 10月 6日（金）までに下記 formからご入力ください。

総会は簡易な形のオンライン併用で行う予定です。オンライン参加の方にも表決権があり

ますので、オンライン参加される方は委任状を提出できません。 

https://forms.gle/eL6Bh1MQDXnuHoeC9 

 

5．開催方式について 

本大会では、近年の大会運営方式と同様に 、いずれのプログラムにおいても報告資料は

Googleドライブで共有し、紙媒体の配布は行わない予定です。 

また、自由研究発表は、会場での対面発表による会場部会とオンライン発表によるオン

ライン部会で実施します。オンライン部会（Ⅱ-⑤）は、ハイフレックスではなく、完全オ

ンラインと致しますので、対面参加の会員におかれましても、同部会参加のためには、イ

ンターネットへの接続が必要です。 

当日は、PC やタブレットをご準備頂くと共に、インターネットへの接続が必要となりま

す。当日の会場では、eduroamが使用可能です。是非、同アカウントを取得・確認の上、ご

参加下さい。なお、eduroamアカウントの取得には、所属機関での事前申請が必要です。ま

た、発行されたアカウントには、利用期間が設定されていますので、この点にもご注意下

さい。その他、目下、Wi-Fiのゲストアカウントをご用意できる予定ですが、各自、ルータ

ー等のご用意等も頂くと、確実かと存じます。 

なお、会場において参加や接続の補助は一切行いません。 

 

6.自由研究発表要領 

○発表時間 

個人研究発表・口頭報告者が 1名の場合:発表 20 分、質疑 5 分（計 25 分） 

共同研究発表・口頭報告者が複数の場合:発表 40 分、質疑 10 分（計 50 分） 

※口頭報告者がお一人の共同研究発表も、発表 20 分、質疑 5 分（計 25 分）です。 

○会場設備について 

・プロジェクターをご利用いただけます。 

・発表用 PCはご自分の端末をご用意下さい。 

・プロジェクターへの接続端子は HDMIです。必要に応じてアダプター等をご用意下さい。 

・分科会開始までに接続・投影のチェックをお願いします。 

○発表者がやむを得ない事情により欠席する場合には、発表時間・発表順序の繰り上げは

行わず、司会者の判断により、休憩または討議の時間にあてます。 

 

7.授乳スペース、プレイルーム（子ども向けフリースペース）の利用について 

○授乳スペース 

教育学部 1 号館 1 階両立支援室・休憩室をお使いいただけます。利用時以外は施錠いた

しますので、ご利用の際は、大会本部、または受付にお申し出下さい。 

○プレイルーム（子ども向けフリースペース） 

教育学部 2号館 2107教室をお使いいただけます。施錠いたしませんので、お申し出なし

にご利用いただけます。なお、大会期間中は、大会スタッフが巡回いたします。 

 

おむつ替え台付きトイレが教育学部 1 号館 1 階、教育学部 2 号館 1 階にございます。位

置は、大会会場建物配置図をご覧下さい。 

https://forms.gle/eL6Bh1MQDXnuHoeC9
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交通のご案内 

 

 
 

会場: 千葉大学西千葉キャンパス 

JR 総武線 西千葉駅 北口より徒歩 2分（キャンパス南門） 

京成千葉線 みどり台駅より徒歩 7分（キャンパス正門） 

※教育学部まではキャンパス南門から徒歩 10分、キャンパス正門から徒

歩 5 分です。 

会場 
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大会会場案内 

 

会場 
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大会会場建物配置図 
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10 月 13日（金）  17:00～19:00 

教育学部 1号館 3階 1316教室 

若手ネットワーク企画 

若手ニーズ調査からみる日本教育行政学会のゆくえ 

 

 

【概要】2023 年 7 月に実施した若手会員ニーズ調査の集計報告をもとに、若手会員間の交

流・対話・議論を通して、日本教育行政学会と若手会員の課題を析出します。対面参加者

はワールドカフェ形式（※）、オンライン参加者は Zoom のブレイクアウトルームとジャム

ボードを活用して同様の形式で実施します。 

 

【日時】2023年 10月 13日（金）17:00～19:00  

 

【方法】ハイブリッド形式（対面／オンラインをお選び頂けます） 

 

【対象】日本教育行政学会に関心のある若手研究者（以下 1～3のいずれかに当てはまる方。

非会員の方もご参加頂けます！） 

 1. 学部生または大学院生である 

 2. 年齢が 40歳未満である 

 3. 単位取得満期退学後または博士学位取得後 10年未満である 

 

【参加申込】https://forms.gle/GFi4GYArZCD19gdS7 

 ※当日参加も可能ですが、人数把握のため、なるべく事前お申込みへのご協力をお願い

します（〆切:10月 12日（木））。 

 

（※）ワールドカフェ形式とは？ 

・第 1ラウンド:参加者を 4～5名ごとに分け、テーマについて模造紙にメモをしながら自由

に話します。 

・第 2 ラウンド:テーブルホスト（1 名）以外は第 1 ラウンドとかぶらないように他テーブ

ルへ移動します。テーブルホストは、そのテーブルで話し合われた内容を説明した後、同

じテーマについて話し合いを続けます。 

・第 3ラウンド:最初のテーブルに戻り、移動先で話し合った内容や得た情報などとともに、

意見やアイデアを出し合います。 

・最後に、各テーブルで出たアイデアを全体で共有します。 

 

【担当】篠原岳司（北海道大学）・阿内春生（横浜市立大学）・神林寿幸（明星大学）・前田

麦穂（國學院大学） 

https://forms.gle/GFi4GYArZCD19gdS7
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10 月 14日（土）  9:25～11:50 

教育学部 2号館 1階 2109教室 

自由研究発表Ⅰ－① 
【司会】武井 敦史（静岡大学）  

篠原 岳司（北海道大学） 

 

9:25～9:50 日本における通級指導の制度化に関する要因の検討と現在の課題 

―特殊教育への医学心理学の採用と統合教育を目指す力学への対案と

いう両義性から― 

  浜 えりか （名古屋大学大学院・院生） 

    

9:50～10:15 STEAM 教育を軸としたカリキュラム・マネジメントの展開に向けた運用

上の課題 
 ○ 

 

開沼 太郎 

服部 憲児 

宮村 裕子 

（京都大学） 

（京都大学） 

（畿央大学） 

  

10:15～10:40 国立大学事務職員のパブリック・サービス・モチベーション 
  渡辺 恵子 （武蔵野大学） 

    

10:40～11:30 校長のリーダーシップを支える社会ネットワークに関する調査研究 

―質問紙調査結果の基礎的分析― 
 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

浜田 博文 

諏訪 英広 

朝倉 雅史 

川上 泰彦 

髙野 貴大 

安藤 知子 

織田 泰幸 

加藤 崇英 

木下  豪 

吉田 尚史 

（筑波大学） 

（川崎医療福祉大学） 

（筑波大学） 

（兵庫教育大学） 

（茨城大学） 

（上越教育大学） 

（三重大学） 

（茨城大学） 

（独立行政法人教職員支援機構） 

（山形大学） 

    

11:30～11:50 全体討議   
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10 月 14日（土）  9:00～11:50 

教育学部 2号館 2階 2201教室 

自由研究発表Ⅰ－② 
【司会】荻原 克男（北海学園大学）    

廣谷 貴明（国立教育政策研究所） 

 

9:00～9:25 地方分権教育改革における総額裁量制の運用実態 
  山﨑 洋介 （大阪大学大学院・院生） 

    

9:25～9:50 教育委員会から見た義務教育学校の現状と評価 
 ○ 宮﨑  悟 （国立教育政策研究所） 

  

9:50～10:15 政令指定都市議員の教育政策形成と政党組織 

 ○ 阿内 春生 

長野  基 

（横浜市立大学） 

（東京都立大学） 

  

10:15～10:40 子ども・子育て支援新制度施行後の地方教育行政の変容 
  三浦 佑斗 （東京大学大学院・院生） 

    

10:40～11:05 義務教育段階における不登校児童生徒の教育機会保障に関する研究 

ー公立不登校特例校の設置過程に着目してー 
  俵 龍太朗 （広島大学大学院・院生） 

    

11:05～11:30 佐賀県武雄市官民一体型学校におけるネットワーク型ガバナンスへの

契機と課題 
  鈴木 繁聡 （名古屋大学） 

    

11:30～11:50 全体討議   

 



- 10 - 

 

10 月 14日（土）  9:00～11:50 

教育学部 2号館 2階 2202教室 

自由研究発表Ⅰ－③ 
【司会】柳林 信彦（高知大学） 

福島 正行（盛岡大学） 

 

9:00～9:25 都道府県教育長ポストの人事慣行 

—1948年から 2022年までの全 955名の経歴に着目して— 

  毛塚 勝良 （東北大学大学院・院生） 

    

9:25～9:50 住民が「地域を支える人材」となり得る要因の分析 

―舞鶴市を対象とした調査をもとに― 

  江上 直樹 （大阪大谷大学） 

  

9:50～10:15 高知市型コミュニティ・スクールの実現に向けた実践と課題 

～高知市教育委員会と首長部局の連携・協働を基盤に～ 

 ○ 野村ゆかり 

 

押田 貴久 

（一般社団法人もうひとつの大きな

家族） 

（兵庫教育大学） 

  

10:15～10:40 学校選択と予算制度 
  石垣 智宏 （姫路市立余部小学校） 

    

10:40～11:05 「非通学」による高校教育機会保障の現状と課題 

:公立狭域通信制高校を事例として 
  川本吉太郎 （広島大学大学院・院生） 

    

11:05～11:30 学習者の主体性を醸成する生涯学習プラットフォーム構築 

:「サマーセミナー2023」実施報告 
  佐藤 智子 （東北大学） 

    

11:30～11:50 全体討議   
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10 月 14日（土）  9:25～11:50 

教育学部 2号館 2階 2203教室 

自由研究発表Ⅰ－④ 
【司会】清田 夏代（実践女子大学） 

小島 優貴（獨協大学）   

 

9:25～10:15 人口減少社会における学校と地域 

－教育エコシステム構築を目指す韓国マウル教育共同体づくりに着目

して 
 ○ 

○ 

○ 

尾﨑 公子 

肥後 耕生 

名達 和俊 

（兵庫県立大学） 

（豊岡短期大学） 

（紋別市教育委員会） 

    

10:15～10:40 ロシア連邦教育行政の今日的状況 

－ロシア教育アカデミーの位置づけの変容を中心に－ 
  黒木 貴人 （福山平成大学） 

  

10:40～11:05 小規模学校を支える教育制度と条件整備の在り方 
  植田みどり （国立教育政策研究所） 

    

11:05～11:30 イギリスの学校主導型システムにおける学校改善支援の研究 
  青木 研作 （東京成徳大学） 

    

11:30～11:50 全体討議   
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10 月 14日（土） 13:00～17:00 

教育学部大講義室（オンライン配信併用） 

公開シンポジウム 
公教育保障の外延を見極める 

千葉大学教育学部・千葉県教育委員会・千葉市教育委員会 後援 
 

登壇者  

後藤 武敏 会員 （東北大学大学院教育学研究科・准教授） 

今村 久美 氏 （認定 NPO 法人カタリバ・代表理事） 

山崎 二朗 氏 （千葉市立真砂中学校 / 市立夜間中学かがやき分校・校長） 

コーディネーター  

貞広 斎子 （千葉大学教育学部・教授  

/ 日本教育行政学会第 58回大会実行委員長） 

 

趣   旨 
 

我が国の初等中等教育は、同時期に空間を共有し、同じ方法で教育を行う学年制を前提

とすることで、 全体の底上げに貢献してきた歴史を持ちます。加えて、教育義務が「就学

義務」として果たされること で、学校教育法で定められた学校（一条校）で、対面・集団

の中で学ぶことも重要視されてきました。 しかし現在、何らかの理由で就学、つまり学校

に通わない・通えない小・中学校の不登校児童生徒の数 は 24 万人を超えています。この

数は、例外的に学校に馴染めない子どもがいるというレベルを超えてい るだけではありま

せん。むしろ、現在の学校システムに、システム自体の歪み、社会や生育プロセスと のミ

スマッチが存在することを示しているともいえます。 

そこで、本シンポジウムでは、一条校内外のグラデーションを伴う教育の質保証を実現す

るため、ど こまでの多様な教育ニーズに応答して保障しうるのか、するべきなのか、外延

を拡げた場合、どのよう な質保証のシステムが想定されるのか等について、研究者や公立

セクターの実務家のみならず、NPO 等 の私的セクターの担い手の知見も含めて、幅広く

議論します。 

 

 

 

※公開シンポジウムはオンラインでも同時配信いたします。

会員に限らず、どなたでもご参加いただけます。オンライン

での参加をご希望の場合は、会員の方も、URLまたは二次元バ

ーコードから参加登録をお願いいたします。会場にて参加さ

れる方は、非会員を含め登録の必要はありません。 

※オンラインでの参加はウェビナーの契約上、500名に制限さ

れます。人数制限により、会員であっても、オンライン会場

にお入りいただけない場合がございますので、あらかじめご

了承下さい。 

 
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_BOPLA1NLTeWiOf0-nH5Hvg 

 

 

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_BOPLA1NLTeWiOf0-nH5Hvg
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総会 
10月 14 日（土）  17:15～18:00 

教育学部大講義室 

（オンライン配信併用） 
 

 

 

 

 

懇親会 

10月 14日（土）  18:15～20:15 

千葉大学生協 
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10 月 15日（日）  9:00～11:50 

教育学部 2号館 1階 2109教室 

自由研究発表Ⅱ－① 
【司会】照屋 翔大（沖縄国際大学）      

太田 知実（聖隷クリストファー大学） 

 

9:00～9:25 米国における子育て支援のアウトリーチ 
  新谷龍太朗 （同志社女子大学） 

    

9:25～9:50 米国公立学校における公正性(equity)を中核とした学校ガバナンス改

革 

ーワシントン州シアトル学区の「人種的公正チーム」施策を事例として

ー 
  髙野 貴大 （茨城大学） 

  

9:50～10:15 現代米国におけるインクルーシブ教育と「共通スタンダードテストに基

づく教育改革」との相互矛盾と対応過程 
  松田 華織 （神戸大学大学院・院生） 

    

10:15～10:40 教育の地方分権化が進むカナダにおける学童プログラムに関する研究 

－州政府と教育委員会の関係に着目してー 
  関根 未来 （立教大学大学院・院生） 

    

10:40～11:30 Education For All をめぐるグローバル・ガバナンスと各国教育政策の

関係 
 ○ 

○ 

○ 

小早川倫美 

黒木 貴人 

張   磊 

LKHAGVA 

Ariunjargal 

（島根大学） 

（福山平成大学） 

（大連大学） 

（モンゴル国立教育大学） 

    

11:30～11:50 全体討議   
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10 月 15日（日）  9:25～11:50 

教育学部 2号館 2階 2201教室 

自由研究発表Ⅱ－② 
【司会】井本 佳宏（東北大学） 

金川舞貴子（岡山大学） 

 

9:25～10:15 グローバル時代における校長のリーダーシップ研究に関する考察 

―International Successful School Principalship Project に焦点を

当てて― 
 ○ 

○ 

○ 

○ 

佐藤 博志 

柏木 智子 

西野 倫世 

小野まどか 

（筑波大学） 

（立命館大学） 

（大阪産業大学） 

（植草学園大学） 

    

10:15～10:40 ドイツ大学改革における大学の自治をめぐる制度的論点 

ーノルトライン・ヴェストファーレン州大学自由法の立法過程分析を通

じてー 
  横山 岳紀 （名古屋大学大学院・院生/日本学術

振興会特別研究員） 

    

10:40～11:05 16. Kinder- und Jugendbericht に見るドイツ民主主義教育の現状と課

題 
  柳澤 良明 （香川大学） 

    

11:05～11:30 ドイツ高等教育の量的拡大政策 
  坂野 慎二 （玉川大学） 

    

11:30～11:50 全体討議   
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10 月 15日（日）  9:25～11:50 

教育学部 2号館 2階 2202教室 

自由研究発表Ⅱ－③ 
【司会】平井貴美代（山梨大学）  

前田 麦穂（國學院大学） 

 

9:25～9:50 師範学校附属学校を媒介とする教師ソーシャル・キャピタル 

～及川平治と小林佐源治 
  本図 愛実 （宮城教育大学） 

    

9:50～10:15 戦後教員養成改革と「大学における教員養成」の再検討 

―― 幼稚園教員免許制度の考察から 
  高橋 寛人 （石巻専修大学） 

    

10:15～10:40 義務標準法制定前史における教職員配置基準に関する検討状況 

:教職員組合による調査検討に着目して 
  大沼 春子 （北海道大学大学院・院生） 

    

10:40～11:05 「能研テスト」はどのように構想されたのか 

―中央教育審議会の審議内容の検討に基づく考察― 
  中村 恵佑 （弘前大学） 

    

11:05～11:30 臨時教育審議会設置法の成立過程に関する研究 
  長嶺 宏作 （埼玉大学） 

    

11:30～11:50 全体討議   
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10 月 15日（日）  9:25～11:50 

教育学部 2号館 2階 2203教室 

自由研究発表Ⅱ－④ 
【司会】加藤 崇英（茨城大学） 

原北 祥悟（崇城大学） 

 

9:25～9:50 私立高等学校無償化の制度分析 
  小入羽秀敬 （帝京大学） 

    

9:50～10:15 教員ウェルビーイングに対する信頼関係の効果 

－学校種間の効果比較－ 
  露口 健司 （愛媛大学） 

    

10:15～10:40 1960年代における教員確保政策 

－神奈川県を事例として－ 
  神山 真由 （福島大学） 

    

10:40～11:30 地方教育行政におけるリスケーリング 

―地方分権改革と政府間の相互補完性 
 ○ 

○ 

○ 

徳久 恭子 

川上 泰彦 

本多 正人 

（立命館大学） 

（兵庫教育大学） 

（愛知教育大学） 

    

11:30～11:50 全体討議   
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10 月 15日（日）  9:25～11:50 

オンライン 

自由研究発表Ⅱ－⑤ 
【司会】横井 敏郎（北海道大学） 

荒井英治郎（信州大学）  

 

9:25～9:50 教員採用年度と勤務環境・職能の変化について 

 ○ 妹尾  渉 

川上 泰彦 

（国立教育政策研究所） 

（兵庫教育大学） 

  

9:50～10:15 大阪府の高校完全無償化政策 

―課題と展望 
  末冨  芳 （日本大学） 

  

10:15～10:40 高等教育における経済的負担軽減及び学修支援に係る法・制度・行財政

の日韓比較研究(3) 

:日韓/韓日対話企画の成果及び課題 
  渡部 昭男 （大阪成蹊大学） 

    

10:40～11:05 学校教育情報化政策の実態と教育委員会事務局の自律的統制 
  田中 友理 （大阪教育大学大学院・院生） 

    

11:05～11:30 地域学カリキュラム開発支援をめぐる一考察 
  押田 貴久 （兵庫教育大学） 

    

11:30～11:50 全体討議   

 

 

※Ⅱ-⑤分科会はオンラインのみです。ご自身の端末にてご参加ください。会場にお越しの

方は、Web会議可の会員控室 A-1、A-2（2207、2208 教室）とWi-Fiのゲストアカウントを

ご利用いただけます。会場において参加や接続の補助は一切行いません。 
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10 月 15日（日） 13:00～16:00 

教育学部 2号館 2階 2112教室 

課題研究Ⅰ 

教育行政の専門性・固有性の解体と変容 

―官邸主導改革と教育行政（仮）― 
 

報 告  

谷口  聡 （中央学院大学、課題研究推進委員） 

磯田 文雄 （花園大学） 

勝野 正章 （東京大学、日本教育行政学会会長） 

司 会  

宮澤 孝子 （宮城教育大学、課題研究推進委員） 

石井 拓児 （名古屋大学、課題研究推進委員会委員長） 

 

新たに発足しました第 20 期課題研究推進委員会では、課題研究Ⅰとして、3 年間を貫い

て追及する研究テーマ「教育行政の専門性・固有性の解体と変容」を設定しています。前

期第 19期課題研究推進委員会の研究課題「教育行政学における基礎概念および重要命題の

継承と発展」において積み上げられた研究蓄積を引き継ぎつつ、こども家庭庁の設置や近

年の内閣府・官邸主導の教育改革といった教育行政をめぐる激動の情勢を的確にとらえ、

当面する理論課題・研究課題に学会全体で取り組むことができるようテーマを設定してい

ます。 

初年度となる今年は、「官邸主導改革と教育行政（仮）」をテーマに設定し、①現代日本

の教育政策における他省庁の影響力とその構造をどうとらえるか、②中央教育行政の構造

変容をいかにとらえ、どう評価するか、③一般行政ならびに教育行政の原理・原則（分担

管理原則と教育行政の一般行政からの独立性）とは何か、といった論点を用意しています。 
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会
教
育
勅
語
問
題
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
編

２
４
０
０
円

◎
教
育
勅
語
の
教
材
使
用
問
題
を
ど
う
考
え
る
か

都
市
に
誕
生
し
た
保
育
の
系
譜

３
５
０
０
円

福
元
真
由
美

◎
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム
と
郊
外
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

自
然
愛
を
め
ぐ
る
教
育
の
近
代
日
本

３
５
０
０
円

林

　潤
平

◎
自
然
観
の
創
出
と
変
容
の
一
系
譜

現
代
教
育
の
シ
ス
テ
ム
論

２
３
０
０
円

石
戸
典
嗣

◎
ル
ー
マ
ン
の
構
図

教
育
研
究
の
新

ニ
ュ
ー
チ
ャ
プ
タ
ー章

編
集
委
員
＝
下
司 

晶
・
丸
山
英
樹
・
青
木
栄
一
・

　濱
中
淳
子
・
仁
平
典
宏
・
石
井
英
真
・
岩
下 

誠

【
11
号
】

５
０
０
０
円

国
　
　家

編
集
委
員
＝
青
木
栄
一
・
丸
山
英
樹
・
下
司 

晶
・

　濱
中
淳
子
・
仁
平
典
宏
・
石
井
英
真

【
12
号
】

３
４
０
０
円

情
報
技
術
・
AI
と
教
育

編
集
委
員
＝
石
井
英
真
・
仁
平
典
宏
・
濱
中
淳
子
・

　青
木
栄
一
・
丸
山
英
樹
・
下
司 

晶

【
13
号
】

３
６
０
０
円

現
代
ド
イ
ツ
の
教
育
改
革

前
原
健
二

◎
学
校
制
度
改
革
と
「
教
育
の
理
念
」
の
社
会
的
正
統
性

〈
教
員
の
働
き
方
、
学
校
の
運
営
、
学
校
制
度
の
構
成
―
―
三
つ
の
位
相
に
お
い
て
戦
後
ド
イ
ツ
の
教

育
は
ど
こ
に
課
題
を
抱
え
、
改
革
を
進
め
て
き
た
か
。
改
革
過
程
を
教
育
制
度
の
理
論
と
し
て
描
く
〉

３
６
０
０
円

s
in

c
e

 1
9

9
2

教
育
学
年
報
【
第
三
期
】

４
６
０
０
円
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